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振
り
込
め
詐
欺
「
抵
抗
力
」
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

そ
の
電
話 

も
し
か
し
て
振
り
込
め
詐
欺
？

　

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
振

り
込
め
詐
欺
。
全
国
的
に
も
、
長
野
県

内
に
お
い
て
も
被
害
件
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、安
曇
野
市
内
に
お
い
て
は
、

認
知
件
数
・
被
害
額
と
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
被
害
者
の
多
く
は
、「
振
り
込
め

詐
欺
は
知
っ
て
い
る
」「
我
が
家
は
大
丈

夫
」「
絶
対
に
被
害
に
遭
わ
な
い
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

◇
振
り
込
め
詐
欺
被
害
対
策
◇

・
振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
、
ハ
ガ
キ
が

あ
っ
て
も
冷
静
に
対
応
す
る
。

・「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
「
あ
い
こ

と
ば
」
を
活
用
す
る
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
警
察
に

相
談
す
る
。

◇
撲
滅
の
取
り
組
み
◇

　

安
曇
野
警
察
署
で
は
、
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
地
域
の
防

犯
組
織
・
民
生
児
童
委
員
・
薬
剤
師
会

な
ど
と
連
携
し
て
「
振
り
込
め
詐
欺
撲

滅
隊
」
を
結
成
し
、
撲
滅
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
安
曇
野
警
察
署
生
活
安
全
課

　
（
72･

０
１
１
０ 

73･

０
１
１
０
）

　

穂
環
境
課
交
通
防
犯
係

　
（
82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

消費生活相談 消費生活トラブルの相談窓口
―しまった ! 困った ! と思ったら、迷わず相談を― オ

レ
、
オ
レ

振り込め詐欺や悪質商法などを行う相手は、あなたの財布を狙っ
ている「プロ」です。トラブルに巻き込まれることも多く、相談す
ることは決して恥ずかしいことではありません。あなたが巻き込ま
れたトラブルについて話を伺い、助言させていただきます。相談無
料・秘密は厳守します。また、借金問題も一人で悩まず、お気軽に
ご相談ください。
●相談場所　穂高総合支所内環境課
●相 談 日　平日 8：30 ～ 17：15（電話相談も可）
　　　　　　※毎週火・木曜日の午前中は相談員が駐在しています。
問穂環境課交通防犯係（482･3131 682･6622）

◇振り込め詐欺の被害状況◇

2008.8 末 2009.8 末 増減

長野県
認知件数 222 88 △ 135

被害額（円） 289,743,840 80,248,100 △209,495,740

安曇野市

認知件数 4 6 2

被害額（円） 6,946,148 10,779,000 3,832,852
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●
巧
妙
な
手
口

　
「
風
邪
を
ひ
い
て
声
の
調
子
が
悪
い
」

「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
、

後
で
ま
た
電
話
す
る
」な
ど
と
言
っ
て
、

子
ど
も
や
孫
で
あ
る
こ
と
を
信
用
さ
せ

ま
す
。「
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
。
す
ぐ
示
談
に
し
な
け
れ
ば
逮
捕
さ

れ
る
」「
会
社
の
お
金
を
横
領
し
た
こ
と

が
バ
レ
た
の
で
今
日
中
に
弁
償
し
な
い

と
ク
ビ
に
な
る
」
な
ど
と
深
刻
に
訴
え

て
動
揺
さ
せ
ま
す
。ま
た
、架
空
の
弁
護

士
や
警
察
官
が
次
々
と
登
場
し
、
現
金

の
振
り
込
み
を
促
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
防
犯
対
策

①
動
揺
し
た
り
慌
て
た
り
し
な
い
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

相
手
の
身
分
や
話
を
う
の
み
に
せ
ず
、

ま
ず
、
詐
欺
か
な
？
と
疑
って
く
だ
さ
い
。

②
家
族
に
連
絡
を
取
る
な
ど
、
事
実
が

確
認
で
き
る
ま
で
、
す
ぐ
に
振
り
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。
警
察
が
交
通
事
故

な
ど
の
示
談
を
仲
介
し
た
り
、
弁
護
士

な
ど
が
交
通
事
故
の
直
後
に
示
談
金
な

ど
を
振
り
込
ま
せ
た
り
す
る
こ
と
は
考

え
に
く
い
こ
と
で
す
。

③
一
人
で
悩
ま
ず
、
必
ず
家
族
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
巧
妙
な
手
口

　

チ
ラ
シ
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど

で
「
低
金
利
」、「
即
日
融
資
」
な
ど
の

言
葉
で
関
心
を
引
き
、
申
し
込
み
を
し

た
融
資
希
望
者
に
、「
融
資
を
す
る
の
に

保
証
金
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
言
っ
て

現
金
を
振
り
込
ま
せ
た
り
、
エ
ク
ス
パ

ッ
ク
（
定
型
小
包
郵
便
）
で
現
金
を
送

ら
せ
た
り
し
ま
す
。

●
防
犯
対
策

①
保
証
金
や
借
入
金
デ
ー
タ
の
抹
消
な

ど
、
い
か
な
る
名
目
で
あ
っ
て
も
融
資

を
前
提
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
こ
と

は
、
正
規
の
貸
金
業
者
で
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

②
す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、
警
察
や
家
族

に
必
ず
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
巧
妙
な
手
口

法
律
事
務
所
や
裁
判
所
な
ど
を
か
た

り
、「
民
事
訴
訟
最
終
通
告
書
」
や
「
民

事
訴
訟
通
知
書
」
な
ど
の
名
称
で
、「
訴

訟
手
続
き
が
開
始
さ
れ
て
い
る
」、「
給

料
、不
動
産
な
ど
を
差
し
押
さ
え
る
」な

ど
不
安
を
か
き
立
て
る
内
容
の
文
書
を

送
っ
て
き
ま
す
。
不
安
に
な
っ
て
問
い

合
わ
せ
る
と
、「
訴
訟
を
取
り
下
げ
る
た

め
の
費
用
と
し
て
至
急
○
○
万
円
が
必

要
」
な
ど
と
、
言
葉
巧
み
に
現
金
を
振

り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

●
巧
妙
な
手
口

　

税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
、
県
、

市
役
所
な
ど
の
担
当
者
を
名
乗
っ
て
電

話
を
か
け
て
き
ま
す
。
そ
し
て
税
金
や

医
療
費
、
社
会
保
険
料
な
ど
の
還
付
金

が
あ
る
と
信
用
さ
せ
て
、「
還
付
す
る
た

め
の
手
続
き
が
今
日
の
○
時
ま
で
で
す
。

●
防
犯
対
策

①
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
現
金
を
振
り

込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。請
求
が
あ
っ
て

も
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
り
ま
し
ょ
う
。 

②
相
手
に
連
絡
し
な
い
こ
と
。
連
絡
し

て
き
た
者
に
対
し
て
振
り
込
み
要
求
す

る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

③
相
手
に
自
分
の
氏
名
、
住
所
を
教
え

な
い
こ
と
。
そ
の
個
人
情
報
を
元
に
新

た
な
詐
欺
の
手
口
に
使
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

④
見
覚
え
の
な
い
送
信
元
か
ら
の
メ
ー

ル
に
は
ア
ク
セ
ス
し
な
い
。
ク
リ
ッ
ク

す
る
だ
け
で
入
会
金
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

時
間
が
な
い
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き

し
ま
す
。
至
急
振
り
込
み
先
の
口
座
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
言
っ
て
情

報
を
聞
き
出
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
行
く
よ

う
指
示
し
ま
す
。
途
中
で
不
審
を
抱
い

て
も
、「
大
丈
夫
で
す
、ど
う
ぞ
入
力
し

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
矢
継
ぎ
早
に
言

葉
を
続
け
て
冷
静
な
判
断
を
で
き
な
く

さ
せ
、
現
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

●
防
犯
対
策

　

税
務
署
や
社
会
保
険
事
務
所
に
直
接

連
絡
を
取
り
直
す
か
、
家
族
ま
た
は
銀

行
員
に
相
談
を
し
て
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

「
振
り
込
め
詐
欺
」
と
は
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
ず
に
電
話
や
郵
便
な
ど
を
利
用
し
て
現
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
こ
と
で
、

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、「
架
空
請
求
詐
欺
」、「
融
資
保
証
金
詐
欺
」、「
還
付
金
詐
欺
」
の
４
つ
の
詐
欺
の
総
称
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
か
ら
家
族
を
守
れ
！

10月11日（日）～20日（火）
全国地域安全運動

　全国地域安全運動は、地域の皆さ
んと警察・防犯協会・自治体・関係
機関等が一体となって「安全で安心
して生活できる地域社会」を実現す
るために実施します。
　日ごろから、自主防犯意識を高め、
地域の安全に関心を持ち、犯罪者を
寄せつけない安全安心な街づくりを
目指しましょう。

【自転車盗対策】
カギと補助錠の二重ロック
万が一に備え防犯登録

【車上ねらい対策】
車を離れるときはドアロック
車内に貴重品は置かない

地域安全マップづくり教室
参加者の募集

　「誰もが入りやすい」「誰からも見
えにくい」をキーワードに、子ども
たち自身が街を歩
きマップを作るこ
とで、子どもたち
自身が危険を予測
する意識や能力を
高めます。

●日時　11 月 8 日（日）
　　　　9：00 ～ 15：00（受付 8：45）
●場所　安曇野警察署
●募集対象　小学生 15 人
　（低学年は保護者同伴）
●参加費　無料
※申し込み方法など詳しくは
　お問い合わせください。
問安曇野防犯協会連合会（473･0110）

【振り込め詐欺の被害対策】

オレオレ詐欺

架空請求詐欺

電話を利用して子どもや孫、警
察官、弁護士などを装い、交通事
故の示談金などを名目に、現金を
預金口座に振り込ませるなどの方
法でだまし取る詐欺事件です。

不特定多数の者に対し、実際に
はない借金やインターネットの未
払い料金などを請求して現金をだ
まし取る詐欺事件です。

オ
レ
オ
レ
詐
欺

撃
退
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ

家
族
み
ん
な
で

    

あ
い
こ
と
ば

架
空
請
求
詐
欺 

撃
退
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

覚
え
な
い

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ

ま
ず
相
談
！

融資保証金詐欺

還付金詐欺

実際には融資しないにもかかわ
らず、融資するかのような言葉で
関心を引いて、保証金などの名目
で現金をだまし取る詐欺事件です。

税金や医療費、社会保険料など
が還付されるかのように装い、金
融機関のＡＴＭ（現金自動預払機）
から現金を振り込ませてだまし取
る詐欺事件です。

融資保証金詐欺
撃退キャッチフレーズ

借りるはず
どうして払う
保証金

振り込め詐欺撲滅ホットライン
026･235･2530

mpolice-furikome110@pref.nagano.jp

啓発ポスター
豊科北小学校
望月絵美理さんの作品



　

毎
年
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
㈳
全
国
農
林
統
計
協
会
・
㈶

農
林
統
計
協
会
発
行
の
統
計
資
料
（
手

帳
）
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
し
込
み　

11
月
24
日
（
火
）
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

突
然
の
け
が
や
病
気
に
襲
わ
れ
た
時
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
手
当
を
す
る

こ
と
で
、
け
が
や
病
気
の
悪
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
で
も
、
最
も
緊

急
を
要
す
る
も
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
、「
早
い

１
１
９
番
通
報
」、
救
急
車
到
着
前
の

「
早
い
応
急
手
当
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
消
防
署
で
は
応
急
手

当
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。日
程
、

詳
し
い
内
容
な
ど
は
お
近
く
の
消
防
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

豊
科
消
防
署
（
72
・
３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（
82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（
78
・
２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（
62
・
２
９
９
２
）

　

市
で
は
、
明
科
児
童
館
に
児
童
厚
生
員

と
し
て
勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種
・
人
員　

児
童
厚
生
員
１
人

●
応
募
資
格　

保
育
士
・
教
諭
免
許
の

い
ず
れ
か
が
必
要
（
要
経
験
）

●
雇
用
期
間　

11
月
1
日
～
3
月
31
日

ま
で
の
5
カ
月
間

●
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
午
前
9
時

30
分
～
午
後
6
時
15
分
ま
で

●
応
募
方
法　

10
月
19
日
（
月
）
ま
で

に
、
明
科
総
合
支
所
内
市
民
福
祉
課

備
え
付
け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
同
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
も
可
）

広報あづみの　お知らせ版

42009.10. 7　広報あづみの　お知らせ版5

　

キ
ノ
コ
狩
り
や
紅
葉
狩
り
な
ど
で
山

に
入
る
機
会
が
増
え
る
こ
の
時
期
、
ク

マ
は
冬
眠
に
向
け
て
ド
ン
グ
リ
な
ど
の

木
の
実
を
食
い
だ
め
し
、
広
範
囲
に
山

の
中
を
移
動
す
る
た
め
、
遭
遇
の
危
険

性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ク
マ
に
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
山
に
入
る
時
は
ク

マ
よ
け
の
鈴
な
ど
を
鳴
ら
し
た
り
、

ラ
ジ
オ
を
つ
け
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ク
マ
の
糞
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
引

き
返
し
ま
し
ょ
う
。

③
子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
近
く
に
母
グ

マ
が
い
ま
す
。
非
常
に
危
険
で
す
の

で
そ
っ
と
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。
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情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

10月の納期
●市県民税	 （３期）
●国民健康保険税	 （４期）
●後期高齢者医療保険料	 （４期）
●介護保険料	 （10月分）
●水道料金	 （穂高･三郷地域）
●下水道使用料	（豊科･堀金･明科地域）

=納期限は11月２日（月）=

統
計
資
料
の
予
約
販
売

問
安
企
画
政
策
課
情
報
統
計
係

（

71
・
２
０
０
０ 

72･

１
２
２
３
）

明
科
児
童
館
臨
時
職
員
の
募
集

問
明
市
民
福
祉
課
福
祉
係

（

62
・
３
０
０
１ 

62
・
４
７
４
７
）

ク
マ
と
の
遭
遇
に
注
意
し
て
！

問
三
耕
地
林
務
課
林
務
係

（

77
・
３
１
１
１ 

77
・
６
０
６
０
）

も
し
、あ
な
た
の
大
切
な
人
が
倒
れ
た
ら

応
急
手
当
講
習
会

問
堀
危
機
管
理
室

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

報 告 ㈶長野県市町村振興協会の助成で防災資機材を整備

　中萱地区自主防災会では、財団法人・長野県市町村振興協会
の平成 21 年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）を活
用し、防災活動に必要な防災倉庫、大型テント、ヘルメット、
防災用かまど、発電機等を整備しました。
　なおこの事業は、一定地域の住民が当該地域を災害から守る
ために結成した組織（自主防災組織）の災害被害防止活動の支
援と宝くじの普及広報事業のために助成されています。

平成 22 年 安曇野市成人式
●日時　平成 22 年 1 月 10 日（日）午後 2 時（開式）
●場所　安曇野スイス村サンモリッツ
●対象　平成元年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月 1 日までに生まれた人で、市内

の中学校を卒業している人。もしくは他市町村の中学校等を卒業
後転入し、平成 21 年 10 月 1 日現在安曇野市に住所を有する人。

時間 Ａ会場 Ｂ会場
11：45 ～ 12：15 豊科北中学校卒業生（1 組～ 2 組） 穂高東中学校卒業生（1 組～ 3 組）
12：00 ～ 12：30 豊科北中学校卒業生（3 組～ 4 組） 穂高東中学校卒業生（4 組～ 5 組）
12：15 ～ 12：45 豊科南中学校卒業生（全員） 穂高西中学校卒業生（1 組～ 2 組）
12：30 ～ 13：00 三郷中学校卒業生（1 組～ 3 組） 穂高西中学校卒業生（3 組～ 4 組）
12：45 ～ 13：15 三郷中学校卒業生（4 組～ 5 組） 堀金中学校卒業生（全員）
13：00 ～ 13：30 明科中学校卒業生（全員）および転入者

時間 Ａ会場 Ｂ会場
12：15 ～ 12：30 豊科北中学校卒業生（1 組～ 2 組） 穂高東中学校卒業生（1 組～ 3 組）
12：30 ～ 12：45 豊科北中学校卒業生（3 組～ 4 組） 穂高東中学校卒業生（4 組～ 5 組）
12：45 ～ 13：00 豊科南中学校卒業生（全員） 穂高西中学校卒業生（1 組～ 2 組）
13：00 ～ 13：15 三郷中学校卒業生（1 組～ 3 組） 穂高西中学校卒業生（3 組～ 4 組）
13：15 ～ 13：30 三郷中学校卒業生（4 組～ 5 組） 堀金中学校卒業生（全員）
13：30 ～ 13：45 明科中学校卒業生（全員）および転入者

●受付時間

●記念写真
　撮影時間

●成人式式典　午後 2 時～ 2 時 30 分　　●交流会　午後 2 時 45 分～ 4 時
問明社会教育課社会教育係（462･4565	662･3525）

堀金地域の「秋の一斉清掃日」と
「粗大ごみ回収日」が変更になります。

当初
11月８日（日）

変更後
11月３日（火）

（文化の日）

※日程のみを変更するもので作業などの開始時間の変更は
　ありません。お間違えないようご注意ください。

問堀地域支援課生活環境係（472･3106 672･4900）

寄附・寄贈のお礼【敬称略】（8 月 20 日～ 9 月 1 日）

▽日本禁煙友愛会穂高支部　支部長 中村峯一 
鉛筆 1,938 本、シャープペン 991 本、ハンカチ 828 枚、足
首をしめつけない靴下 300 足　穂高地区の保育園、幼稚
園、小学校、中学校へ青少年育成のため。寝たきりで介
護を受ける人へ社会福祉のため
▽宮下尚久　白鳥の写真　額付（縦120㌢×横170㌢）　１点
観賞用として明科図書館へ展示するため

➡

せ

ら

知

お

資料名 販売価格
（１部当たり） 発行者

農業日誌 1,400 円 ㈳全国農林統計協会ファミリー日誌 1,400 円
新農家暦 　490 円 ㈶農林統計協会

本庁（安曇野庁舎） 企画政策課 471・2000
豊科総合支所

地域支援課

472・3111
穂高総合支所 482・3131
三郷総合支所 477・3111
堀金総合支所 472・3106
明科総合支所 462・3001

●予約受付場所



　

市
で
は
木
造
在
来
工
法
の
個
人
住
宅

の
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
予
定
件
数
に
ま
だ
余
裕
が
あ

り
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
住
宅　

昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
在
来

工
法
の
住
宅
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工

法
や
非
木
造
の
住
宅
は
対
象
外
）で
、

個
人
所
有
の
住
宅
。（
長
屋
・
共
同
住

宅
は
除
く
）

●
申
し
込
み　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築

住
宅
課
に
備
え
付
け
の
申
出
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
建
築
住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

（
印
章
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

※
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
次
年
度

に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
診
断
を
す
る
の
？

①
簡
易
診
断
（
無
料
）

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
建
築
士
が
、
家
に
お
伺
い

し
て
外
観
な
ど
を
見
な
が
ら
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
。
結
果
が
１
・
０
以
上
の

場
合
は
ひ
と
ま
ず
安
心
。
結
果
が
１
・

０
未
満
の
場
合
は
要
望
に
よ
り
②
へ
。

②
精
密
診
断
（
無
料
）

　

簡
易
診
断
が
１
・
０
未
満
の
住
宅
で
、

補
強
工
事
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
詳

し
い
調
査
を
希
望
す
る
人
が
精
密
診
断

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
専
門
の
診
断
士

が
家
の
中
や
天
井
裏
、
床
下
な
ど
に
入

り
詳
細
な
調
査
を
実
施
。
結
果
が
１
・

０
以
上
の
家
は
ま
ず
は
ひ
と
安
心
。１
・

０
未
満
の
人
に
は
補
強
工
事
内
容
な
ど

の
提
案
も
し
ま
す
。

補
強
工
事
を
し
よ
う
！

　

診
断
結
果
か
ら
補
強
工
事
を
決
め
た

人
に
は
補
助（
所
得
制
限
あ
り
）が
あ
り

ま
す
。補
強
工
事
費
の
2
分
の
1（
最
高

60
万
円
）が
補
助
さ
れ
ま
す
。一
定
以
上

の
成
果
が
出
る
工
事
が
対
象
で
す
。
設

計
士
・
工
務
店
な
ど
に
よ
く
相
談
し
て

工
事
内
容
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
補
強

工
事
以
外
は
対
象
外
で
す
。

税
の
優
遇
措
置
は

　

補
強
工
事
金
額
に
よ
り
所
得
税
の
減

免
や
固
定
資
産
税
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

安
曇
野
市
消
費
者
の
会
石
鹸
部
で
は
、

環
境
保
全
活
動
の
一
環
と
し
て
廃
食
用

油
か
ら
固
形
石
鹸
を
手
作
り
し
て
い
ま

す
。
環
境
に
や
さ
し
い
石
鹸
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
一
般
の
参
加
者
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
場
所　

豊
科
ま
ち
づ
く
り
会
館

●
日
時　

10
月
24
日
（
土
）
午
前
9
時

●
定
員　

8
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

マ
ス
ク
、
帽
子
・
タ
オ
ル

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
で
は
、
就
職
を

希
望
し
て
い
る
中
高
年
齢
者
再
就
職
準

備
セ
ミ
ナ
ー
と
、
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お

気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
26
日
（
月
）
▽
再
就
職

準
備
セ
ミ
ナ
ー
午
後
１
時
～
2
時
10
分

▽
就
職
面
接
会　

午
後
2
時
30
分
～
4
時

●
対
象
年
齢　

お
お
む
ね
40
歳
以
上

●
場
所　

ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ 

●
参
加
企
業
数　

20
社
（
予
定
）
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
内
容
を
お
確
か
め
の
う
え
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

▽
追
分
団
地
（
穂
高
北
穂
高
）

　

１
戸
【
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

　

１
戸
【
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
】

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
入
居
開
始
日　

12
月
１
日
（
火
）

●
入
居
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
人
で
、
主
に
次
の
要
件

を
満
た
す
人

（
１
）同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

（
2
）住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

（
3
）収
入
額
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

●
申
し
込
み　

10
月
7
日
（
水
）
か
ら

「
入
居
申
込
書
」と
募
集
の
詳
細
を
記

し
た
「
入
居
申
込
案
内
」
を
豊
科
総

合
支
所
内
建
築
住
宅
課
住
宅
係
で
配

布
し
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
添
付
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

●
受
付
期
間　

10
月
19
日
（
月
）
～
27

日
（
火
）（
土
日
曜
日
は
除
く
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　

防
衛
省
で
は
、
特
別
職
国
家
公
務
員

「
自
衛
官
等
」の
受
付
と
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健

2009.10. 7　広報あづみの　お知らせ版広報あづみの　お知らせ版　2009.10. 7

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
・
耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業

地
震
に
強
い
安
全
な
家
づ
く
り

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72
・
３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）

環
境
に
や
さ
し
い
石せ
っ
け
ん鹸
づ
く
り

問
穂
環
境
課

（

82
・
３
１
３
１ 

82
・
６
６
２
２
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

中
高
年
齢
者
就
職
面
接
会

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本

（

27
・
０
１
１
１ 

27
・
０
０
４
１
）

～安曇野建設事務所からのお願い～
樹木の倒木による賠償事故にご注意を

～国土交通省からのお知らせ～
お忘れなく。まさかのための自賠責保険

　豪雨や強風による国・県道への倒木事故が多く発生してい
ます。私有地からの倒木により、歩行者や車に損害が生じた
場合は、立木所有者に賠償請求がおよぶ場合があります。道
路沿いに倒木の恐れのある立木の所有者は、伐採などをして
撤去していただくようお願いします。
問安曇野建設事務所維持管理課（472･8398 672･8882）

　交通事故による死者数は年々減少傾向にあるものの、平成 20 年の事故発
生件数は約 77 万件、死傷者数は約 95 万人で、国民の誰もが交通事故の被
害者にも加害者にもなり得る極めて深刻な状況となっています。
　自賠責保険・共済は、すべての自動車の保有者に、自動車１台ごとに加
入が義務付けられており、基本的にすべての加害者の賠償責任を担保します。
　四輪車はもちろんですが、特に車検制度のない 250㏄以下のバイクは、有
効期限切れ、かけ忘れにご注意ください。
問国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局（4026･243･4603） uhttp://www.jibai.jp

市
営
住
宅
の
入
居
者
の
募
集

問
豊
建
築
住
宅
課
住
宅
係

（

72･

３
１
１
１ 

72･

３
５
６
９
）

自
衛
官
等
の
募
集

問
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地
域

　

事
務
所
・
広
報
セ
ン
タ
ー『
信
濃
』

　
（

36
・
２
７
８
７
）

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

中卒（見込含）17 歳 未 満
の男子

11 月 1 日
～平成 22 年 1 月 8 日

１次：平成 22 年 1 月 23 日
２次：平成 22 年 2 月 6 日

貸費学生
（技術）

大学の理学部、工学部の
３，４年次または大学院
修士課程在学の者

12 月 1 日
～平成 22 年 1 月15 日 平成 22 年 1 月 31 日

時間額 681 円
～長野県の最低賃金～

（10 月１日より適用）

　県内の事業場で働くすべての労働者に適用さ
れる「長野県最低賃金」が改定されました。こ
の機会にぜひ賃金の確認をしてください。

問長野労働局　労働基準部賃金室
　（4026･223･0555 6026･223･0591）
　http://www.nagano-roudoukyoku.go.jp
問松本労働基準監督署
　（448･5693 648･5689）（明科地域）
問大町労働基準監督署
　（40261･22･2001 60261･22･0369）
　（明科以外の安曇野市全域）
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応
募
要
領

●
募
集
人
員　

3
人
以
内

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間

●
応
募
資
格　

以
下
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人
と
し
ま
す
。

（
１
）
市
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上

（
平
成
21
年
11
月
1
日
現
在
）の
人
。

た
だ
し
次
に
掲
げ
る
人
は
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

　

議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

　

公
務
員

③
公
募
委
員
と
し
て
、
市
の
他
の
3

つ
の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
職
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

（
２
）
平
日
・
昼
間
に
市
内
で
開
催
す
る

審
議
会
に
出
席
可
能
で
あ
る
人

（
３
）安
曇
野
の
景
観
お
よ
び
関
連
す
る

分
野
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
関
心

を
持
ち
、
現
状
を
踏
ま
え
た
中
で
今

後
の
景
観
施
策
の
あ
り
方
、
取
り
組

む
べ
き
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
・
提

言
を
い
た
だ
け
る
人

●
応
募
方
法

（
１
）
提
出
書
類　

申
込
書
と
小
論
文

「
安
曇
野
の
良
好
な
景
観
を
創
出
す

る
に
は
」（
８
０
０
字
程
度
）

（
２
）
申
込
書
の
入
手
方
法

①
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
内
産
業
建
設
課

窓
口
（
豊
科
を
除
く
）
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

（
３
）申
込
方
法　

10
月
30
日（
金
）（
必

着
）
ま
で
に
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
、
持
参
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
電
子
メ
ー
ル
は
、
申
込
書
の
記
載
事

項
を
網
羅
し
て
い
れ
ば
、
体
裁
は
問

い
ま
せ
ん
。

（
４
）
選
考
方
法　

申
込
書
、小
論
文
の

内
容
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
９
９
︲
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
３
４
０

豊
科
総
合
支
所
内
建
築
住
宅
課

建
築
景
観
係

　
（
72･

３
１
１
１ 

72
・
３
５
６
９
）

情報ボックス
Information Box

本

堀
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名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

有明高原寮
施設見学会

「鐘の鳴る丘」でおなじ
みの有明高原寮は、フ
ェンスや格子のない開
放的な少年院です。地
域の皆さんに知ってい
ただくために施設見学
会を開催します。この
機会にご参加ください。

時：10月17日（土）
　　13：00 ～ 16：00
所：有明高原寮体育館

料：無料 問：有明高原寮
　　（483･2204 681･5004）
※事前の申し込みは不要です。

長峰山フォーラムV
－里山の手入れと恵みー

午前は里山の草刈とカマ
研ぎ体験をします。午後
は「ミツバチと人間の甘
い関係」と題して、県環
境保全研究所須賀丈さん
による講話があります。

時：10月25（日）
　　9：30 ～ 15：30
　　（受付 9：00）
所：長峰山絆の森一帯お

よび長峰山森林体験
交流センター天平の
森研修棟

定：50 人（先着順）
料：無料

問：NPO 法人森倶楽部 21
　　安曇野事務所 宮本さん
　　（4681・5065）
申：10月20日（火）までに電

話でお申し込みください。

つながりひろがる地域づくり事業
第 4 回健康な体と心を育
む食育講座
「朝楽お弁当作り～
栄養・カロリー!?知りた
いベストバランス～」

朝の忙しい時間、簡単
に、でも美味しくて開
けるのが楽しみになる
お弁当作りのコツ。次
の日から活かせる調理
自習とお話です。子ど
もの参加も大歓迎です。

時：10月25日（日）
　　10：00 ～ 13：00
　　（受付 9：45）
所：豊科保健センター
話：山田洋子栄養士
　　後藤和美栄養士

定：20 人
料：300 円

問：安曇野・食育くらぶ
　　事務局 中島さん
　　（4090・4180・2952
　　 673・5756）
申：10 月 19 日（月）までに電

話でお申し込みください。

小型移動式クレーン
運転技能講習

市商工会では、労働安
全衛生法第 61 条第 1 項
に規定されている小型
移動式クレーン運転の
技能講習を行います。

時：学科講習
11月14日（土）･15日（日）
8：30 ～ 17：00
実技講習
11月15日（日）･21日（土）
8：30 ～ 17：00

所：明科公民館同多目的
広場駐車場

定：30 人
※費用など詳細につ

いては市商工会へ
お問い合わせくだ
さい。

問：安曇野市商工会
　　（487・9750 672・8491）
申：10 月 30 日（金）までに電

話でお申し込みください。

時 所 定 料 問 申＝日時 ＝場所 ＝定員 ＝料金 ＝問い合わせ ＝申し込み後 な援 ど

工事名 工事個所 請負者 請負代金
豊科交流学習センター建設事業　建築工事 豊科 松本土建・佐原建設

特定建設工事共同企業体 568,050,000

豊科交流学習センター建設事業　電気設備工事 豊科 ＴＯＳＹＳ・有賀電気
特定建設工事共同企業体 169,050,000

豊科交流学習センター建設事業　機械設備工事 豊科 大和・扶桑特定建設工事
共同企業体 120,750,000

安曇野高橋節郎記念美術館新設館収蔵庫改修工事 安曇野高橋節郎
記念美術館 ㈱イトウ 21,472,500

地域活力基盤創造交付金事業　市道穂高１級 15 号線　舗装工事 穂高有明 ㈱大丸組 14,175,000
（交付金・市単）公共下水道関連道路占用路面復旧（狐島下木戸工区）工事 穂高北穂高 ㈱武井組 12,495,000
（国補）特環公共下水道　豊里 10 工区管渠工事 穂高有明 ㈱川上産業 11,445,000
（交付金・市単）公共下水道関連道路占用路面復旧（たきべ産業団地その１）工事 豊科高家 ㈱佐原建設 11,025,000
（国補・市単）特環公共下水道　豊里８工区管渠工事 穂高有明 ㈱松澤組 10,500,000
三郷地域４保育園調理室エアコン設置工事 三郷地域４保育園 ㈲中澤電気商会 3,465,000
市単道路維持事業　市道豊科 4143 号線　側溝改修工事 豊科田沢 ㈲大崎管業 3,066,000
市単道路維持事業　市道堀金２級 55 号線下水道路面復旧附帯工事 堀金烏川 猿田建設㈱ 2,730,000

～松本税務署からのお知らせ～
一つの窓口で手続きができます

つながりひろがる地域づくり事業の追加募集

　税務署では受付窓口の一本化（ワンストップサービス）を
行っています。これにより、次のような手続きが一つの窓口
で済ませることができます。
　税務署にお出掛けの際は、受付窓口でご用件をお申し出く
ださい。なお、受付窓口の一本化などについては、国税庁ホ
ームページ（http://www.nta.go.jp）の「調達・その他の情報」

「お知らせ」でもご覧いただけます。
問松本税務署　税務広報広聴官（439･3272）

　4 月と 7 月にそれぞれ募集した「つながりひろがる地域づくり事業」に 42
件の応募があり、そのすべてが交付決定されました。市民の力による活動が
協働の輪を広げ、地域交流・文化活動など本格的に活動が行われています。
市では、21 年度予算額に対して若干余裕があるため、これから新たに地域づ
くり事業を行おうとする団体に対し追加募集を行います。希望する団体など
は応募してください。募集要領や申請書は、各総合支所地域支援課窓口のほ
か、市ホームページにも掲載してありますのでご利用ください。
●応募期限　10 月 30 日（金）まで
問各総合支所地域支援課まちづくり推進係または本まちづくり推進課（471･2000 672･1223）

入札・契約結果（平成 21 年８月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

○各種申告書・申請書などの提出
○各種用紙の交付請求
○納税証明書の請求と受領
○国税の納付
○国税にかかる制度や手続きに関する
　一般的な相談など

景
観
審
議
会

景
観
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集

市
で
は
、
安
曇
野
の
良
好
な
景
観
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
市
の
景
観
行
政
に

関
わ
る
重
要
な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
、「
安
曇
野
市
景
観
審
議
会
」
を
新
た
に

設
置
し
、
そ
の
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

昨年の成果発表交流会のようす



　

県
国
保
連
合
会
松
本
支
部
で
は
、「
元

気
で
長
生
き
、
１
０
０
年
人
生
」
を
合

言
葉
に
、
若
々
し
い
健
康
的
な
体
づ
く

り
と
そ
の
維
持
方
法
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予

防
な
ど
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
運
動
指

導
を
、
実
技
を
交
え
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
、
参

加
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
演
題　

若
々
し
く
生
き
る
た
め
の
健

　

康
づ
く
り

●
講
師　

健
康
運
動
指
導
士

　

牧
内
隆
雄
さ
ん

●
日
時　

10
月
21
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

　

特
定
疾
患
患
者
の
皆
さ
ん
に
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り

申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

11
月
1
日
現
在
、
安
曇
野

市
に
引
き
続
き
6
カ
月
以
上
住
所
を

有
す
る
人
で
、
県
か
ら
次
の
受
給
者

証
・
受
診
券
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人
（
必
須
）

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
医
療
費
受
給
者
証

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

●
見
舞
金
の
額　

１
万
２
０
０
０
円

●
申
請
方
法　

お
近
く
の
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
、
社
会
福
祉
課
ま
で
次

の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
各
受
給
者
証
、
受
診
券
の
写
し

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

・
振
込
先
の
分
か
る
通
帳
な
ど

●
申
請
期
限

　

11
月
2
日（
月
）～
30
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
の
受
け
付
け
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

　

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
の
早
期
発
見

と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
21
年
度
「
女
性
特
有
の
が
ん
検

診
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
特
定

の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に
対
し
て
子
宮

頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
と
が
ん
検
診
手
帳
を
9
月
の

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
検
診
の
内
容

・
子
宮
頸
が
ん
検
診　

問
診
、
子
宮
頸

部
細
胞
診
検
査
で
す
。

・
乳
が
ん
検
診　

問
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）で
す
。

●
対
象
者　

6
月
30
日
現
在
、
市
内
に

住
民
登
録
し
て
い
る
女
性
で
、
平
成

21
年
４
月
１
日
の
時
点
で
次
の
表
の

年
齢
に
達
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
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市
で
は
来
年
4
月
か
ら
保
育
園
へ
入

園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
入
園
説
明

会
と
保
育
園
自
由
見
学
会
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
入
園
で
き
る
の
は
保
護

者
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
で
あ
っ
た

り
、
病
人
の
介
護
を
し
て
い
た
り
す
る

な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で
保
育
が
で
き

な
い
お
子
さ
ん
で
す
。
家
庭
で
保
育
で

き
る
お
子
さ
ん
は
入
園
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

【
入
園
説
明
会
】

　

地
域
ご
と
に
入
園
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
説
明
会
場
で
入
所
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
。
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
各

保
育
園
ま
た
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ

ー
内
児
童
保
育
課
で
10
月
28
日
以
降
に

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
在
園
の
お
子
さ
ん
は
、
保
育
園
を
通

じ
入
所
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

説
明
会
へ
の
出
席
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

※
説
明
会
に
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
保
護
者
へ
の
説
明
会
で
す
。

託
児
は
設
け
ま
す
が
家
庭
で
の
保
育

が
可
能
な
場
合
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会
日
程

【
保
育
園
自
由
見
学
会
】

　

市
内
各
保
育
園
を
自
由
に
見
学
で
き

ま
す
。
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
2
日
（
月
）・
4
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

　

穂
高
幼
稚
園
で
は
、
平
成
22
年
度
の

入
園
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
園
を

希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
22
日（
木
）午
前
9
時
30

分
よ
り
受
付
、
午
前
10
時
開
始

●
場
所　

穂
高
幼
稚
園
プ
レ
イ
ル
ー
ム

●
持
ち
物　

上
履
き
・
筆
記
用
具

●
入
園
対
象
お
よ
び
予
定
人
数

・
3
歳
児
（
平
成
18
年
4
月
2
日
～

平
成
19
年
4
月
１
日
生
）
30
人
程
度

・
4
歳
児
（
平
成
17
年
4
月
2
日
～

平
成
18
年
4
月
1
日
生
）
20
人
程
度

・
5
歳
児
（
平
成
16
年
4
月
2
日
～

平
成
17
年
4
月
1
日
生
）
若
干
名

※
希
望
者
多
数
に
よ
り
予
定
人
数
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
現
下
の

厳
し
い
経
済
情
勢
に
お
い
て
、
多
子
世

帯
の
子
育
て
負
担
に
対
す
る
配
慮
と
し

て
、
平
成
21
年
10
月
1
日
時
点
に
お
け

る
住
民
基
本
台
帳
上
の
住
所
地
を
基
準

に
、支
給
対
象
児
童
１
人
当
た
り
3
万
6

千
円
を
世
帯
主
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

●
支
給
対
象
児
童　

平
成
15
年
4
月
2

日
～
平
成
18
年
4
月
1
日
の
間
に
生

ま
れ
た
子

●
支
給
対
象
者　

世
帯
主（
た
だ
し
、同

じ
世
帯
の
人
は
代
理
申
請
が
可
能
）

●
申
請
手
続
き　

対
象
者
に
は
市
か
ら

ご
案
内
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、期
限

ま
で
に
児
童
保
育
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
福
祉
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
書
は
12
月
中
旬
の
発
送
予
定
で

す
。
対
象
者
で
申
請
書
等
が
届
か
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、ど
う
し
て
も
今

住
ん
で
い
る
市
町
村
に
住
民
登
録
で
き

な
い
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
を
対
象
と
し
て
、

事
前
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
事
前
申

請
書
は
児
童
保
育
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
書

に
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類
（
相
談
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す

る
証
明
書
等
）
お
よ
び
振
込
口
座
の
写

し
（
通
帳
の
写
し
）
を
添
付
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限　

10
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
期
限
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
場
合
は
、
住
民
登
録
が

さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
へ
郵
送
に
よ

り
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

情報ボックス
Information Box

本

堀

豊 穂 三県安曇野庁舎市役所本庁舎 豊科総合支所 穂高総合支所 三郷総合支所

堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健
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康

健

・

育

保

て

育

子

地域 開催日 会場

豊科 10月21日（水） 豊科ふれあいホール

穂高 10月28日（水） 穂高会館講堂

三郷 10月22日（木） 三郷公民館講堂

堀金 10月26日（月） 堀金保育園遊戯室

明科 10月27日（火） 明科総合福祉センター
「あいりす」

健
康
づ
く
り
講
演
会

問
穂
市
民
課

（

82･

３
１
３
１ 

82･

６
６
２
２
）

特
定
疾
患
患
者
の
見
舞
金
支
給

問
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た
は

　
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81･

０
７
２
４ 

81･

０
７
０
３
）

市
内
の
保
育
園

入
園
説
明
会
・
自
由
見
学
会

問
穂
児
童
保
育
課
保
育
係

（

81･

０
７
２
８ 

81･

０
７
０
３
）

穂
高
幼
稚
園　

入
園
説
明
会

問
穂
高
幼
稚
園

（

82
・
２
０
５
３ 

82
・
２
０
４
１
）

平
成
21
年
度
版

子
育
て
応
援
特
別
手
当

問
穂
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81･

０
７
２
７ 

81･

０
７
０
３
）

ク
ー
ポ
ン
券
を
使
用
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
う

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

※説明会の時間は午前 9 時 30 分～ 11 時
　（受け付けは午前 9 時から行います）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
で

住
民
登
録
地
と
は
別
の
市
町
村
に

お
住
ま
い
の
人
へ

年齢 生年月日
20 歳 昭和 63 年（1988 年）4 月 2 日～平 成 元 年（1989 年）4 月 1 日まで
25 歳 昭和 58 年（1983 年）4 月 2 日～昭和 59 年（1984 年）4 月 1 日まで
30 歳 昭和 53 年（1978 年）4 月 2 日～昭和 54 年（1979 年）4 月 1 日まで
35 歳 昭和 48 年（1973 年）4 月 2 日～昭和 49 年（1974 年）4 月 1 日まで
40 歳 昭和 43 年（1968 年）4 月 2 日～昭和 44 年（1969 年）4 月 1 日まで

年齢 生年月日
40 歳 昭和 43 年（1968 年）4 月 2 日～昭和 44 年（1969 年）4 月 1 日まで
45 歳 昭和 38 年（1963 年）4 月 2 日～昭和 39 年（1964 年）4 月 1 日まで
50 歳 昭和 33 年（1958 年）4 月 2 日～昭和 34 年（1959 年）4 月 1 日まで
55 歳 昭和 28 年（1953 年）4 月 2 日～昭和 29 年（1954 年）4 月 1 日まで
60 歳 昭和 23 年（1948 年）4 月 2 日～昭和 24 年（1949 年）4 月 1 日まで

乳がん検診

子宮頸がん検診



◎催しのご案内
詳しい内容はお問い合わせください。

明社会教育課スポーツ振興係
問462･4565 662･3525

　北アルプスと安曇野を一望でき
る長峰山に登ります。錦秋の里山
で気分をリフレッシュしませんか。
●日時　11月７日（土）9：00～

14:00※雨天中止
●コース　光城山登山口（桜坂区）～

光城山～天平の森～長峰山（昼食）
～長峰荘（約10㌔）

●集合　豊科近代美術館西側駐車場
●参加費　１人100円（保険代等）
●持ち物　昼食・水筒・雨具など
●定員　30人（先着順）
●申し込み　10月13日（火）～20日
（火）8：30～17：00（土日を除く）
の間、社会教育課へ電話でお申し込
みください。

体験
長峰ウオーキング

三安曇野ブランド推進室
問477･3111 677･6060

　安曇野の里山・東山プロジェ
クトでは、光城山の自然や歴史・
文化を学ぶ「安曇野市民登山」
を開催します。ご近所お誘い合
わせのうえご来場ください。
●日時　10月24日（土）8：00～11：00
●集合場所　光城山登山口
●定員　60 人（先着順）
●内容　３コースに分かれて登りま

す。帰りは違うコースを下ります。
山道では、光城山の自然（動植物）、
歴史・文化を学びます。頂上では「の
ろし」の実演を予定してます。

●費用　100円（保険料、資料代）
●持ち物　水筒、筆記用具
●申し込み　10月13日（火）以降に、

電話でお申し込みください。（8：30
～17：00土日を除く）

貞享義民記念館
問477･7550

　貞享義民記念館では松本市新
村・波田町・山形村の道祖神を
巡る催しを開催します。
●日時　10 月 20 日（火）
　集合8：50　解散16：00予定
●集合場所　貞享義民記念館
●講師　日本石仏協会理事
　　　　石田益雄さん
●募集人数　20 人（申し込み順）
●持ち物　昼食・飲み物・敷物・雨具
（必要に応じて）。

●申し込み　記念館へ電話でお申し
込みください。

光城山市民登山

道祖神めぐり
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イベント 　安曇野スタイル2009

   ～長峰山・天平の森紅葉フェスティバル～　天平の森　連続 10 日間紅葉まつり

穂高交流学習センター｢みらい｣内教育委員会文化課文化振興係
問481･3111 682･0966

　市内各地にある工房の公開・作品展示、創作体験、
特別メニューなど個性的な催しでおもてなしをします。
期　間　10月31日（土）～11月３日（火）
場　所　市内各工房・アトリエ・クラフトショップ・
　　　　美術館・ギャラリー・飲食店・宿泊施設・農家など

インフォメーションセンター
（穂高交流学習センターみらい）　開設時間　9：00～17：00

三耕地林務課林務係
問477･3111 677･6060
期　間　10月９日（金）～18日（日）
場　所　長峰山森林体験交流センター　天平の森

イベント案内
●安曇野スタイル 2009 自己紹介ポスター展（期間中常設）
●安曇野スタイル 2008 写真紹介（期間中常設）
●「おちばで　お絵かき　秋色アート」（予約優先）

10 月 31 日（土）10：00 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 15：00
落ち葉を使った壁掛作り
協力：ちのさなえさん　材料費：500 円　持ち物：はさみ
定員：午前 25 人／午後 25 人

●「ミニコンサート①」　11 月１日（日）11：00 ～ 12：00
（無料）　安曇野吹奏楽団によるコンサート♪
出演：安曇野吹奏楽団

●「ミニコンサート②」　11 月１日（日）14：00 ～ 15：00
（無料）　クラリネットを中心としたアンサンブル
出演：エボニーアンサンブル

イベント案内
●信州・安曇野第３回チェンソ－・カ－ビングショー

10 月 17･18 日（土日の両日）9：30 ～ 15:00 ころ
県内初、日本トップクラス 10 名のカ－バ－によるチェン
ソ－・カ－ビング公開製作

●きのこ狩り学習塾　10 月 12 日（月）10:00 ～ 14:00
（集合 9:30）　きのこ狩りと昼食、きのこ汁の試食

●石釜ピザ作り教室　10 月 11 日（日）10:30 ～
（集合時間 10:00）　まきを燃やして石釜でのピザ作り

●天文台観望会　10 月９日（金）～ 18 日（日）（10 日間）
19:30 ～　天文台での天体観測

●「木の枝でカブト・クワガタなどの昆虫作り｣（予約優先）
11 月１日（日）９：30 ～ 10：30 ／ 12：30 ～ 13：30
安曇野の自然素材を使って昆虫を作ります。キットになっ
ていますので、お子さまも楽しめます。
協力：小林三香子さん　材料費：500 ～ 800 円
定員：午前 25 人／午後 25 人

●「天蚕まゆでコサージュ作り」（予約優先）
11 月２日（月）９：30 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 16：00
天蚕まゆを使ったコサージュ製作
協力：安曇野市天蚕センター　材料費：800 円
定員：午前 20 人／午後 20 人

●「沈金作品を作ろう」（予約優先）　11 月 3 日（火・祝）
10：00 ～ 12：00 ／ 13：00 ～ 16：00　はがきサイズ
の漆パネルに好きな絵を彫り、かぶれる心配のない工芸漆
と、代用金粉で仕上げます。
協　力：安曇野髙橋節郎記念美術館
材料費：800 ～ 1,000 円
定　員：午前 15 人／午後 15 人

申問穂高交流学習センター ｢みらい｣ 内教育委員会文化課
　文化振興係（481･3111）へお問い合わせください。

●JR 旧篠ノ井線　廃線敷き紅葉狩りウオーキング
10 月 11 日（日）9:30 ～ 14:00　旧篠ノ井線廃線敷き
の紅葉を楽しみながらの歴史探訪。灰ころがし体験施設に
立ち寄りおやきの試食。

●親子キャンプ体験　10 月 17 日（金）・18 日（土）
キャンプ体験宿泊・天文台観望会無料参加

※この他にも、多彩な催しを企画しています。いずれも要予
約です。

申問長峰山森林体験交流センター「天平の森」
　（462・6235）へお問い合わせください。
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堀産業建設課内実行委員会事務局
問472･3106 672･4900

　採れたて秋野菜や果物、特産
のきび餅、新そばなど旬の味を
お楽しみください。
●日時　10月24日(土)
　9：00～15：00
●場所　ほりがね物産センター
　駐車場周辺
●内容　
・ 味わう　農産物・農産物加工品の直

売、あづみ野遊牧豚汁、黒豆おにぎ
り、ポン菓子など

・ステージイベント　ひまわりジュニ
ア、堀金中学校「赤鬼塾」、楽団「ケ・セ
ラ」など

・ 体験する　きび餅つき、農業○×ク
イズ、太巻き寿司作り、新そば打ち
体験など

※そば打ち体験は体験料 800 円と事
前予約が必要です。また、本格的

「江戸打ち」の講習会を併せて開催。
講習料は 300 円。定員になり次第
受け付けを終了。

　　　 第 14 回
ほりがね特産祭り

堀金総合体育館
問4672･6340

　堀金地域の 9 地区を一周する
駅伝大会が下記の日程で開催さ
れます。この駅伝大会は旧堀金
村時代から通算して今回で 45
回目となります。10 月中旬から
始まる練習期間中および大会当
日は、コース沿道付近の皆さん
やドライバーの皆さんにご迷惑
をお掛けしますがご理解ご協力
をお願いします。
●開催日程　11月１日（日）9：45～

11：00ころ（堀金総合支所発着）

交流
第５回
安曇野市堀金一周駅伝大会

下堀西

堀金

中堀

住吉

須砂渡入口

岩原

うららの里

松本梓川方面

松川・大町方面

駅伝ルート
ベイシア

ゴールド
パック

中学校  

近藤紡績  

国営アルプスあづみの公園  

スタート地点
堀金総合支所

堀金
物産センター学

校広
域
農
道

三田工業団地

拾ヶ堰

山
ろ
く
線



◎催しのご案内
詳しい内容はお問い合わせください。

安曇野髙橋節郎記念美術館友の会事務局
問481･3030 682･0551

　安曇野髙橋節郎記念美術館友
の会では、日本最大の美術公募
展「第 41 回日展（日本美術展
覧会）」を鑑賞するツアーを計
画しました。美術や工芸などに
関心・興味のある人や、一度は
日展を見てみたいと思う人はこ
の機会にぜひご参加ください。
●日時　11月７日（土）6：30～20：30
　（安曇野髙橋節郎記念美術館発着）
●場所　国立新美術館（東京都）
●参加費　8,000円
　（交通費、昼食代、入場料ほか）
●定員　40人（先着順）
●申し込み　10月14日（水）から受

け付けます（9：00～17：00月曜日
は休館）。29日（木）までに電話でお
申し込みください。

日展を観る会

15

碌山公園研成ホール
問4682･0769

陶芸「陶灯と器」展
　上伊那在住の陶芸愛好家 3 人
展。陶灯をメインに日常使用す
るマグカップ、皿、どんぶり、
湯呑み、酒器等、煉込技法によ
る作品を展示します。
●日時　10月15日（木）～19日（月）
　10：00 ～ 17：00（初日は 13：00 ～

17：00、最終日は 10：00 ～ 15：00）
●入場　無料

穂高美術協会展
　穂高地区在住の中信美術界の
会員有志による絵画作品（油彩・
水彩・版画）約 40 点を展示し
ます。
●日時　10月22日（木）～27日（火）

10：00～17：00（最終日16：00）
●入場　無料
※詳しくは、征矢野 久さん
（482･2754）または碌山公園研
成ホールへお問い合わせください。

第11回 かおすの会詩展
　詩誌『かおす』120 号突破を
記念し、詩を中心にした工芸作
品などの展覧会を開催します。
会期最終日には、講演会・コン
サート・詩の朗読会を楽しむ「つ
どい」も開催します。
●日時　10月29日（木）～11月１日（日）

9：00～17：00
「つどい」11月１日（日）
13：00～16：00

●入場　無料
※詳しくは、かおすの会実行委員会事

務局（482･0082）へお問い合わ
せください。

展覧会
研成ホールの催し
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中央図書館
問484･0111 684･0116

　中央図書館の開館を記念し、
絵本作家のスズキコージさんの
絵本原画展を開催します。2009
年の第 14 回日本絵本賞大賞受
賞作品「ブラッキンダー」や、「や
まのディスコ」、「おばけドライ
ブ」など代表作品の原画 70 余
点のほか、ライブペインティン
グ作品も展示します。鮮やかな
色彩、自由な感性によって描か
れる世界をご覧ください。
●期間　10月30日（金）～11月24日 
（火）まで※木曜休館

●会場　穂高交流学習センター
　「みらい」展示ギャラリー

図書館
中央図書館開館記念

スズキ絵本コージ展 明科図書館
問462･1122 662･1124

　児童書専門店「ちいさいおう
ち」（松本市）店長で読書アド
バイザーの越

こしたか

高一
か ず お

夫さんが、家
庭での読み聞かせについて実演
を交えて講演をします。
●日時　10月24日（土）
　10：30～12：00
●場所　明科子どもと大人の交流学習

施設「ひまわり」ハーモニーホール
●対象　一般
●入場料　無料
●定員　先着50人
●託児申し込み　

講演会当日「ひまわり」２階和室に
託児室を用意します。託児を希望さ
れる人は10月20日（火）までに明科
図書館へ電話で申し込みください。

豊科図書館
問472･2158 673･6401

　おもちゃの親子ねずみが暖かい
家族を求めて旅にでる物語です。
●日時　10月24日（土）
　10：00～11：30
●場所　豊科公民館大会議室
●入場料　無料　　
●先着　100人

豊科図書館映画上映会
親子ねずみの不思議な旅

明科図書館講演会
心をつなぐ読み聞かせ

スズキコージ　サイン会
　展覧会にあわせ作家によるサ
イン会を行います。入場は無料
で、当日は絵本の販売も行いま
す。数に限りがありますのでご
了承ください。
●日時　10月30日（金）
　　　　第1回13：30～
　　　　第2回18：00～
※開始15分前に整理券を配布
●会場　穂高交流学習センター
　みらい エントランスホール
●定員　各回とも先着100人

ワークショップ

あづみの万国旗をつくろう！
　スズキコージさんと安曇野な
らではの素材を使って万国旗を
作ります。完成品を展示した後
はみんなで館内をパレードしま
す。参加は無料です。
●日時　10月31日（土）
　9：30～12：00
●会場　穂高交流学習センター
　みらい内学習室
●対象　

ハサミを使います。小学生以下は必
ず保護者と参加してください。大
人のみの参加もできます。

●定員　先着30人
●申し込み　

10月12日（月）～23日（金）9：00
～18：00の間、中央図書館へ電話
でお申し込みください。

貞享義民記念館内実行委員会事務局
問477･7550 

　全国の義民を顕彰している団
体や関係者が一同に集まる全国
義民顕彰集会が三郷貞享義民記
念館を中心に開催されます。こ
の機会に貞享騒動を学んでみま
せんか。
●日時　11月１日（日）13：00～19：00
●会場　貞享義民記念館・中萱地区公

民館・貞享義民社
●内容　特別講演「貞享義民顕彰の足

跡」「貞享騒動」、三郷義民太鼓の演
奏、関係施設および慰霊碑見学

●参加費　集会のみ 1,000 円（資料
代含む）意見交換会 4,000 円（懇
親会）両方参加 5,000 円

●申し込み　10 月 15 日（木）まで
に電話でお申し込みください。

講演
第 12 回
全国義民顕彰集会in安曇野

「ブラッキンダー」（スズキコージ作イースト・プレス刊）

豊科公民館
問472･2158

　パソコンを使って住所録の作成
とイラストなどを組み合わせた年
賀状を作成してみませんか。
●開催日　第１部（全３回）11月10日

～12日 第２部（全３回）11月17
日～19日

　※１･ ２部とも内容は同じです。
●時間　9：30 ～11：30
●講師　田中さおりさん
●対象者　市内在住の人で、ノートパ

ソコンが持参でき、文字入力がある
程度できる人。（パソコンがない場
合は相談してください）

●場所　豊科公民館大会議室
●定員　各講座12 人（先着順）
●受講料　600 円※テキスト代別途
●申し込み　10月13日（火）8：30より

受け付けます。豊科公民館の窓口へ直
接または電話でお申し込みください。

パソコン基礎講座
年賀状をつくろう編

穂高陶芸会館
問4682･6750

　穂高陶芸会館では、毎月、第 3
日曜日を陶芸教室の日とし、作
陶教室を開催しています。各回
とも自由制作で、希望の回のみ
参加できます。
●日程　10月18日（日）・11月15日
（日）・12月20日（日）・平成22年３月
21日（日）

●時間　9：00 ～（各回２～３時間）
●場所　穂高陶芸会館
●講師　嶋田好

よしたか

貴さん
●定員　各回 30 人（先着順）
●受講料　1 回 2,000 円（粘土１㌕

と指導料・焼き上げまでの料金）
●申し込み　穂高陶芸会館へ電話でお

申し込みください。

教室・講座
陶芸教室

①開 館 時 間
　午前9時～午後9時30分

②利用時間枠
　⑴午前9時～正午
　⑵午後1時～午後4時
　⑶午後4時～午後7時
　⑷午後7時～午後9時30分

③利 用 料 金
　時間枠ごと、会場ごとに
　300円～13,000円
　（冷暖房料等除く、減免制度あり）

④休　館　日
　⑴月曜日（祝日の場合は翌日）
　⑵年末年始
　　（12月28日～翌年1月4日）

安曇野市公民館施設の
ご利用案内

問教育委員会社会教育課
　（462・4565 662・3525）
　または各地域公民館まで
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10
月
19
日
か
ら
～
25
日
は
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秋
の
行

政
相
談
週
間
」で
す
。国
・
県
・
市
な
ど
行

政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
目
指
す
制
度
が
「
行

政
相
談
」
で
す
。
相
談
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

　

秋
の
行
政
相
談
期
間
中
、
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

10
月
25
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
ま
で

●
場
所

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
ホ
ー
ル

●
相
談
委
員

午
前　

・
萩
原
委
員
・
松
岡
委
員

　
　
　

・
宮
川
委
員

午
後　

・
松
山
委
員
・
白
澤
委
員

　
　
　

・
宮
川
委
員

　

ま
た
、
毎
月
各
地
域
で
行
政
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
日
程
の
詳
細
に
つ

い
て
は
広
報
あ
づ
み
の
各
種
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
内
各
地
域

の
行
政
相
談
委
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
敬
称
略
）

●
行
政
相
談
委
員

　

豊
科
地
域 
萩は
ぎ
わ
ら
て
つ
こ

原
哲
子（

72･

７
２
６
２
）

　

穂
高
地
域 
松ま
つ
や
ま山　

博ひ
ろ
し（

82･

４
９
９
６
）

　

三
郷
地
域 

松ま
つ
お
か
み
つ
ま
さ

岡
光
正（

77･

４
０
１
４
）

　

堀
金
地
域 

白し
ら
さ
わ
き
よ
の
り

澤
清
則（

72･
８
７
７
１
）

　

明
科
地
域 

宮み
や
が
わ
た
つ
み

川
辰
巳（

62･
４
５
３
５
）

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71
・
２
０
０
０ 

6 

71･

５
０
０
０
）

秋
の
行
政
相
談
週
間

困
っ
た
時
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行政相談シンボルマーク

　向かい合う二つの顔
が「行政相談」の親し
みやすさを表現し、ま
た、二つの顔が一つの
笑顔に見えることで相
談ごとが解決した喜び
を表現しています。

こんな時は、
相談してください。

○苦情や、困り事がある
が、どこに相談して良
いか分からない。

○役所での手続き方法や
サービスのことについ
て、相談したり、要望
したりしたい。
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